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1． は じめに

　大阪通常郵便局 ・大阪小包郵便局は大阪市此花

区 に 、 1994年の 開業 を予定 に建設が進め られて い

る 。 両局は同一敷地内に 隣接 して 建て られ る 4階

建の 機械化郵便集中局で あり、 1990年に開業 した

新東京郵便局 ・東京小包郵便局に次 ぐ最新の 大型

局で ある 。 こ の 東京 の 2局の 色彩計画 を参考 に 、

不備な点を改善 し、よりハ イ レ ベ ル な作業環境を

っ くるこ とを 目的に色彩計画が実施され た 。

2． 環境心 理 調査

　こ の 色 彩計画で は、大規模で 機能重視 の 設計が

な され る作業空 間が 、 同時に心 理的に満足で きる

作業環境 とな るよ う、 視覚的な構成要素と心理的

評価の 関係を明らか にする環境心理調査が東京工

業大学乾正雄教授の 指導の 下に   環境計画研究所

の 手で 行われた 。 そ の 結論の 中で 色彩に 関係する

部分 を色彩計画の 資料 として 用 い て い る 。

　環境心理調査 は レ パ ー トリーグ リッ ド発展手法

を用 い 、 31枚の作業空 間の カ ラ
ー
写真を刺激と し

て 使用 し、 郵政省職員11名 、

一
般10名の 被験者に

刺激写真の 空間で 作業するこ とを想定 して 回答す

るよ う教示 して 聴取 り調査が行 われた。

　 ヒア リング結果 、 ク ラ ス タ
ー
分析結果 、 評価構

造 分析結果か ら、 色彩計画に 関わ るキ ーワ ー ドと

して 第 1表に示す もの が抽出された 。

表 1　 環境心理調査キ ーワ ー ド
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図 1　 作業環境の 配色関係

ラーゾーニ ン グ〉 で 、
「個性 」 は 〈先端性と精密

性を示すクール ・ ア ン ド・ライ ト〉 の カ ラ
ー

イ メ

ージを中心 に据え るこ とと して 、全体の カラ
ー

シ

ス テ ム を構築 した 。 図 1に作業環境の 配色関係を

示す 。 また表 2 に使用色の
一覧を、図 2 、 図 3 に

両局の カ ラ ーシ ス テ ム 図を示す 。

3． コ ン セプ トと カ ラ
ーシ ス テ ム

　色彩計画の コ ン セ プ トは、表 1の キー
ワ
ー ドを

集約 して 「快適性」　 「機能性」　 「個性」 を重点テ

ー
マ に し、 　「色彩環境新世紀」 とした。

　 「快適性」 を実現するカラ ーハ ーモ ニ ーは く 類

似色相に よ る調和 〉 を軸と し、　厂機能性」 は く カ

4． 建 築内装 の 色彩計画

　壁面が極めて少ない両局の 内装色は床色と柱色

が主役 とな る。 床は 、 分別の作業場と 、 到着と差

立作業に使う発着場に カ ラーゾーニ ン グして お り、

また 階別に もカ ラーを分けて い る 。 更に 発着場内

で はパ レ ッ ト置場を機能面か ら色分けする方法を
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表 2　使用色一
覧表
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採用 した。 床タイルの貼り 方は従来の一 色 貼 り

はな く
、 2 色 による 貼 り分け で変 化を出 し て

る 。 　 床色 は 、ゴ
ム

タ イヤ の す り 跡が目 立た

い よ
う に ダー

ク
な メインカ ラ ー にしてい る 。

色は 3 組 の ツ ート ー ン カ

ラ
ーの組合わせと 、

通色の グ レ ーの計7 色を 設 定 し
てい る。

一
方

柱 色は ライト グレイ ッシ ュの 4色と共 通色の

ォ ー ム グレーの 計 5 色 として下から2m ま で

装 し
、上 部 は

オフ ホワイト を 塗 装し て いる。

彩色 は南 と北側に 、 ウォ ームグレーは中 央 部

用 い る こと で、 位 置
表 示 の役割ももた せてい

。　天 井は 共 通 色 のオ フ ホ ワイト、壁はウ t

ムグ レ
ーを 使 用す るこ とを 原

にし ている。また、扉の色

カラー ゾー ニン グのツール と し て 利用して い

。 5． 機 械 化設備の 色彩計画 　設 備 色 は

わ やかな寒色系に ウエイト をおいた ソフトト

ン の色を設 定し 、 サ ブカラーはそ の 内
の1 色

組合わせ る方 法 を と り、大阪郵便集 中 局 の方

階別と サイ ド （方角 ） 別のカラー ゾー ニン グ

用 している。大 阪小包郵便局 は 1 階

が 集中している ため 、 4 色
を 全て 使

し 、 機
能別 図 2　 通 常 局

階別 カ ラ ーシ ス テム

図 3 　小包局の階別 カラー シ ステム のカ

ーゾ ー ニ ングとし ている。 6 ．サ インボー ド

色 彩 計画 　サ イン は 大分 類 板面に高 彩度の赤

緑 青の 4 色 を 用 い、 中 分 類の 板面色は4 色の ラ

トグ レイッ シュ ト ー ン の

Fと オ フホワ

トを交互に 組 合わ せ るプラン とし た。 文字 は

黄に ダ ークグレーを、 他の3 色に 白をあて て

る 。 了． お わりに 　作 業環境の色彩 計画

代 表 的 なものになる こと を願って設 計を 進 め

が 、評 価は 開

し た 後 に出 る も のであ る。 作 業環 境の向 上 に 色 彩 が


